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与に関して生じうる第 3 の問題（経営陣による情報開示の問題），第 4 の問題（短期主義
の問題）および第 5 の問題（棚ぼた利益の問題）に取り組むために，「遵守せよ，さもな
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支える社会・経済制度にまで広がっていることを示すものであるとも言える。 
 第 2に，本論文はその記述がきわめて平明であり論旨も明瞭である。本論文の課題につ
いて，関連する米国の膨大な文献・資料を課題に即して整理することは容易ではないが，
本論文ではそれに，完全とは言えないまでも十分に成功していると評価できる。 
 第 3に，分析にあたっては，さまざまな視点が縦横に活用されている点も，評価できる。
すなわち，中国会社法・証券法の解釈という伝統的な法解釈学の視点のみならず，米国法
を中心とした比較法によって，他国の「社会実験」から教訓を得て中国法の規整に生かそ
うとする視点，および，法ルールの背後にある実質的な利害関係を機能的に解き明かそう
とする「法の経済分析」の視点とが，個別の場面に応じて適切に使い分けられており，筆
者の法学研究者としての能力の高さが示されている。 
 もとより，本論文にも短所がないわけではない。本論文では，ストック・オプションに
対する規律づけの問題への解決策として，複数の方策が示されているが，それらの方策の
間の相互関係については分析の対象とされていない。そのため，本論文が提示する解決策
が，中国におけるストック・オプションに対する規律づけの問題への必要十分な方策と評
価できるかどうか（すなわち，複数の方策が同時に機能することで必要以上に過大な規制
となっていないかどうか，または複数の方策が同時に機能するとしても規制としてはやは
り不十分かどうか）は，必ずしも明らかではない。また，中国の社会的経済的背景を考慮
した場合に，全ての方策に問題の解決を期待するのではなく，それぞれの長所短所を比較
して，有効と考えられる方策に重点を置くことも必要と考えられるが，そのような比較も
なされていない。 
 しかしながら，かかる分析が容易ではないことは事実であり，また，本論文に示された
筆者の分析・検討能力を前提にするならば，筆者が今後の研究活動を通じて以上の難点を
克服し，中国におけるありうべき解決策の全体像を解明することは十分に期待することが
できる。 
以上により，本論文を，博士（法学）の学位を授与するに値するものと認める。 
 
 
 
 
 
 
